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明日へ
ジャンプ

魅力ある高校生にインタビュー

プロフィル

主 な 内 容 表紙写真：
長岡市・伊勢崎市 親善少年サッカー大会
2月25日、新潟県長岡市寺泊地域と本市との友
好親善都市提携25周年を記念して、小学生サッ
カーチームの交流サッカー大会が開催されまし
た。１つのボールを共に追いかける子どもたち。
あずまサッカースタジアムに集まった両地域の
20チームは、地域の枠を越えてサッカーを楽
しみました。

編
集
後
記

　今
回
の「
明
日
へ
ジ
ャ
ン
プ
」は
、

コ
ー
ナ
ー
始
ま
っ
て
以
来
初
の
、

一
度
に
二
人
の
高
校
生
が
登
場
。

取
材
前
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
苦
手

な
私
は
、
文
章
の
構
成
は
ど
う
し

よ
う
、
ど
ん
な
写
真
を
撮
ろ
う
か
、

と
あ
れ
こ
れ
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　い
ざ
取
材
が
始
ま
り
、「
今
ま
で

に
な
い
、
自
分
た
ち
ら
し
い
文
化

祭
に
し
た
い
」と
、
そ
れ
ぞ
れ
積
極

的
に
取
り
組
む
気
持
ち
を
話
し
て

く
れ
た
二
人
。
写
真
撮
影
も
二
人

の
協
力
の
お
か
げ
で
順
調
に
進
み
、

無
事
終
了
。
き
っ
と
素
晴
ら
し
い

文
化
祭
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（
し
）

上
岡

上
岡

斎
藤

斎
藤

No.045

３年に１度の文化祭「飛翔祭」に
実行委員として貢献したい

県立伊勢崎清明高等学校　２年　上岡 雛乃 さん（左）　２年　斎藤 愛加 さん（右）

※飛翔祭は６月１日（金）・２日（土）に開催。一般公開は２日（土）

消費生活センターは４月に市役所本庁舎に移転予定です。
詳しくは、本紙４月１日号でお知らせします。
問い合わせ　消費生活センター（☎20－7300）

子ども手当の手続きはお済みですか？

　※郵送での申請は３月31日消印有効です
問い合わせ　児童家庭課（☎27－2750）

平成23年10月分から平成24年３月分 まで

申請期限は です３月30日（金）　

かみおか・ひなの（左）
斎藤「上岡さんは友達思
い。勉強、部活動、遊び
など、いろいろなことを
両立して頑張れる、笑顔
がかわいい人です」
さいとう・まなか（右）
上岡「斎藤さんはいつも
明るくて、マイペース。
誰とでもすぐに打ち解け
られるところがすごい!」ボールがつなぐ、

二つの地域  
ボールがつなぐ、
二つの地域  

ネ
ク
ス
ト

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　高
校
２
年
の
４
月
、
同
じ
ク
ラ

ス
で
隣
同
士
の
席
に
な
っ
て
以
来
、

仲
良
く
な
っ
た
上
岡
さ
ん
と
斎
藤

さ
ん
。
上
岡
さ
ん
は
軽
音
楽
部
に
、

斎
藤
さ
ん
は
ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
、

そ
れ
ぞ
れ
勉
強
と
部
活
動
に
励
む

傍
ら
、６
月
の
文
化
祭
「
飛
翔
祭
」

の
実
行
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
忙
し
い
日

々
を
過
ご
す
二
人
に
、
飛
翔
祭
に

向
け
た
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

「
３
年
に
１
度
の
飛
翔
祭

に
関
わ
れ
る
っ
て
す
ご
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
。
や
る
な
ら
と

こ
と
ん
、
こ
だ
わ
り
た
い
で
す
」

「
実
行
委
員
と
し
て
私
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
が
で

き
た
ら
、
私
が
関
わ
る
こ
と
の
意

味
が
あ
る
よ
う
な
飛
翔
祭
に
で
き

た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
」

　飛
翔
祭
の
テ
ー
マ
は
「N

e
x
t 

G
en
eratio

n

」。
時
代
を
超
え
て

受
け
継
が
れ
る
文
学
作
品
と
、
次

代
を
担
う
自
分
た
ち
の
姿
を
重
ね
、

学
校
全
体
を
図
書
館
に
見
立
て
た

プ
ラ
ン
を
検
討
中
で
す
。
全
校
生

徒
で
取
り
組
む
モ
ザ
イ
ク
画
は
、

ぜ
ひ
会
場
で
見
て
ほ
し
い
と
楽
し

そ
う
に
話
す
二
人
。
実
行
委
員
に

な
っ
た
こ
と
で
、
自
身
の
成
長
も

感
じ
て
い
ま
す
。

「
今
ま
で
あ
ま
り
自
分
の

意
見
を
持
て
ず
、
他
人
の

意
見
に
流
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ほ

か
の
実
行
委
員
が
ち
ゃ
ん
と
自
分

の
考
え
を
持
っ
て
発
言
す
る
の
を

見
て
、
最
近
は
、
自
分
の
意
見
は

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
考
え
て
、

発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

「
放
課
後
に
実
行
委
員
会

が
あ
り
、
部
活
動
の
時
間

が
少
な
く
な
っ
て
、
時
間
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

に
出
ら
れ
る
と
き
は
、
今
ま
で
以

上
に
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　実
行
委
員
と
し
て
学
校
に
貢
献

し
た
い
、
と
い
う
思
い
は
二
人
と

も
同
じ
。
忙
し
い
毎
日
で
自
由
な

時
間
が
減
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

経
験
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
と
、
二
人
は
笑
顔
で
飛
翔

祭
の
成
功
を
誓
い
ま
し
た
。



　殖
蓮
中
学
校
駅
伝
部
は「
県
中
学
校
駅

伝
競
走
大
会
」で
優
勝
。「
全
国
中
学
校
駅

伝
大
会
」で
は
17
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
駅

伝
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
陸
上
部
を
中
心
に

サ
ッ
カ
ー
部
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

部
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
与
式
で

は
練
習
の
と
き
に
組
む
円
陣
を
披
露
。
元

気
よ
く
声
を
出
し
ま
し
た
。
代
表
し
て
賞

状
を
受
け
取
っ
た
小
林
槙
君
は「
先
生
や

両
親
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
支
え
ら
れ
て
走

り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
挑
戦
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
、
受
賞
の
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

殖
蓮
中
学
校
男
子
駅
伝
部

全
国
中
学
校

駅
伝
大
会
に
出
場

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
あ
ず
ま
連
絡
協
議
会

早
川
沿
い
を
き
れ
い
に

環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

伊
勢
崎
和
太
鼓

市
の
文
化
発
展
に

力
を
注
ぐ

グ
リ
ー
ン
タ
ッ
チ
い
せ
さ
き

緑
あ
る
美
し
い
市
に

花
の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鹿
島

国
定
駅
前
に

憩
い
の
空
間
を
提
供

し
ん

JR国定駅前のひまわりの花畑（平成23年８月） ロウバイの岸辺と呼ばれ親しまれています

東日本大震災の支援を目的に行われた
チャリティー寄せ植え（平成23年５月）

蒸気機関車C61 20の凱旋運転で
演奏を披露（平成23年11月）

がいせん

円陣を組んで結束の強さを見せる

ガッツポーズを決める殖蓮中学校駅伝部のメンバー
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元気
大賞

　いせさき元気大賞は、市民に勇気、希望、元気を与え、伊勢崎のまち
づくりに貢献した個人または団体を表彰するための賞です。本年度は5組
の団体が受賞しました。伊勢崎の元気が日本中の元気につながるよう、
これからも市民の皆さんの元気な活躍が期待されています。

決定！いせさき元気大賞

いせさき元気大賞決定！

元気大賞
元気大賞

元気大賞

元気大賞
元気大賞

特集

　グ
リ
ー
ン
タ
ッ
チ
い
せ
さ
き
は
、
緑
化

を
推
進
す
る
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
、
寄
せ
植
え
教
室
な
ど
を
行
っ
て
、

参
加
者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
病
院
の

ロ
ー
タ
リ
ー
や
西
部

公
園
な
ど
市
内
各
所

の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ

ー
に
花
を
植
え
込
み
、

地
域
の
美
化
・
緑
化

に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鹿
島
は
平
成
8
年

に
結
成
さ
れ
、
田
部
井
地
区
の
環
境
を
改

善
す
る
た
め
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

清
掃
や
不
法
投
棄
の
監
視
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
現
在
は
Ｊ
Ｒ
国
定
駅
前
の
ロ

ー
タ
リ
ー
周
辺
で
四

季
折
々
の
花
の
植
栽

や
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
駅
の
利
用
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

　伊
勢
崎
和
太
鼓
は
、
市
文
化
協
会
郷
土

芸
能
部
門
に
所
属
。
市
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
和
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
で
市

民
に
元
気
や
活
力
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
集
中

力
・
忍
耐
力
を
身
に

付
け
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
市

内
の
保
育
園
で
和
太

鼓
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
あ
ず
ま
連
絡
協
議

会
は
、
ロ
ウ
バ
イ
の
植
栽
な
ど
を
通
じ
て

環
境
保
全
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

ロ
ウ
バ
イ
は
陣
屋
橋（
県
道
足
利
・
伊
勢
崎

線
）か
ら
南
へ
、
鶴
巻
橋（
東
小
保
方
町
下

谷
地
区
）ま
で
の
約

８
０
０
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
植
え
込
ま
れ

て
お
り
、
毎
年
２
月

ご
ろ
、
黄
色
い
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。



5 42012.3.16広報いせさき

伊勢崎市文化協会設立５周年

　
文
化
協
会
は
、
市
民
の
文
化
的

な
活
動
の
活
性
化
、
伝
統
芸
能
の

継
承
と
発
展
を
図
る
た
め
に
平
成

19
年
５
月
に
設
立
さ
れ
、
本
年
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
４
市
町
村
の

合
併
後
、
地
域
の
枠
を
越
え
て
設

立
さ
れ
た
新
し
い
伊
勢
崎
市
の
文

化
協
会
は
、
美
術
・
書
道
・
写
真
・

華
道
・
茶
道
・
文
学
・
自
然
・
諸
芸
・

郷
土
芸
能
・
民
謡
民
舞
・
洋
舞
・

吟
剣
詩
舞
・
歌
謡
・
邦
楽
舞
踊
・

音
楽
の
各
分
野
15
の
部
門
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
伊
勢
崎
市
の
文
化
協
会
の
会

長
を
務
め
、
合
併
後
の
文
化
協
会

で
初
代
会
長
を
務
め
る
永
井
金
四

郎
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

    

み
ん
な
で
新
し
い

    

文
化
協
会
を
つ
く
る
た
め
に

    

ひ
と
つ
に
な
っ
た
合
併
前
夜

　合
併
前
の
伊
勢
崎
市
・
赤
堀
町
・

東
村
・
境
町
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文

化
協
会
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
17

年
の
市
町
村
合
併
の
と
き
に
、
文

化
協
会
を
ど
う
す
る
か
話
し
合
い

ま
し
て
、
２
年
間
だ
け
、
文
化
協

会
連
絡
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
新
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
文
化
協
会
に

す
る
か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
新
し
く
一
つ
の
文

化
協
会
を
作
る
た
め
に
、
四
つ
の

協
会
を
解
散
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　各
文
化
協
会
に
は
30
年
以
上
の

歴
史
が
あ
り
、
解
散
式
で
は
泣
い

て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
で
初
め
て
、
各
地
域
の
団
体
に

は「
伊
勢
崎
市
に
吸
収
さ
れ
て
し

ま
う
」と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
伊
勢
崎
市
の

文
化
協
会
の
会
長
と
し
て
出
席
し

て
い
た
私
は
、
解
散
式
の
中
で「
伊

勢
崎
市
の
文
化
協
会
も
ほ
か
の
地

区
と
同
じ
よ
う
に
解
散
し
ま
す
。

赤
堀
・
東
・
境
、
合
併
し
て
一
緒

に
な
る
皆
さ
ん
が
、
新
生
伊
勢
崎

市
文
化
協
会
を
つ
く
る
ん
で
す
。

あ
な
た
た
ち
が
つ
く
る
ん
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
み
ん
な

の
思
い
が
一
つ
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　文
化
協
会
の
合
併
時
に
気
を
付

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
解
散
後

に
結
成
す
る
新
し
い
文
化
協
会
は
、

伊
勢
崎
市
が
中
心
と
い
う
形
に
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　私
は
会
長
と
し
て
、
と
に
か
く

赤
堀
・
東
・
境
地
区
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
さ
い
、
と
役
員
と
事
務

局
に
指
示
し
ま
し
た
。
す
る
と
一

つ
に
ま
と
ま
っ
た
ん
で
す
。

　県
内
に
は
ほ
か
に
も
合
併
し
た

文
化
協
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ら
は
地
区
ご
と
の
支
部
に
分
か
れ

て
、
支
部
ご
と
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
本
市
は
一
つ
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

    

こ
れ
か
ら
の
文
化
協
会

　本
市
の
文
化
協
会
に
は
個
性
的

な
活
動
を
し
て
い
る
多
く
の
団
体

が
あ
り
ま
す
。
興
味
を
持
っ
た
団

体
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
新
た
に
活
動
を

始
め
た
団
体
も
、
私
た
ち
と
一
緒

に
伊
勢
崎
の
文
化
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　合
併
し
た
文
化
協
会
に
は
３
０

０
近
い
団
体
が
所
属
し
、
１
万
人

近
い
会
員
が
い
ま
す
。
文
化
協
会

が
大
き
く
な
っ
て
も
、
発
表
の
場

を
持
た
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
地
区
で

は
な
く
、
活
動
す
る
分
野
ご
と
に

15
の
部
門
に
分
け
ま
し
た
。
部
門

ご
と
に
特
色
を
持
っ
て
、
会
員
全

員
が
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　本
市
は
舞
台
施
設
が
充
実
し
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
展
示
施

設
と
し
て
市
民
が
利
用
で
き
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
展
示

施
設
も
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
舞

台
部
門
、
展
示
部
門
、
文
化
の
両

輪
が
そ
ろ
え
ば
、
ま
す
ま
す
本
市

の
文
化
が
育
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。

伊勢崎市文化協会設立５周年

本市の文化協会が合併後一つになって５年を迎えます。
2月25日・26日には設立５周年を記念した文化協会文化祭も盛大に開催され、

それぞれが継承し、また創造した個性豊かな文化の発表に、
市内外から多くの人が訪れました。
問い合わせ　文化観光課　☎27－2758

芸術、文化、伝統がひとつになった

市民が創造・継承する文化
日頃の研さん努力の成果を発表

̶ 文化祭の模様 ̶

　群馬を代表する洋
画家。群馬美術家連
盟の会長を20年間
務め、現在は名誉顧
問として活躍中。2
006年にはフラン
ス、ルーブル美術館
（SNBA）展で銀賞を
受賞した。 会長　永井 金四郎 さん

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

ながい きんしろう

展
示
部
門
・
書
道

    

　新
井 

哲
郎 

さ
ん

美術

文学洋舞

自然 郷土芸能

郷土芸能 写真美術

茶道

あ
ら
い

て
つ
ろ
う

舞台部門・郷土芸能
美茂呂町屋台囃子保存会

やたい ばやし

　書道歴50年になります。「書
は人なり」を教訓として、より
よい人間になれるように頑張っ
ています。書道を続けることで、
活動範囲が広がりました。県内
外に限らず、中国や台湾の作家
との交流を持ちながら、書道の
奥深さを追求しています。
　現在は、古典の臨書から創作
まで幅広く指導しています。私
たちの年代になると、後継者を
育てることを考えます。若い人
たちにも教えていますが、将来
の夢を託す思いで指導していま
す。これからも文化協会の発展、
書道文化の向上に貢献していき
たいと思います。

　美茂呂町の屋台は１８５４年
に作られた記録が残っており、
長い歴史を持つ屋台です。美茂
呂町屋台囃子保存会は美茂呂町
で行われる水神宮祭に毎年参加
していて、そこが町内の交流の
場になっています。
　お囃子の練習は毎年７月に始
まり、小・中学生も参加してい
ます。子どものころに一緒にお
囃子を練習した人が、大人にな
ってからまた一緒に活動するこ
ともあるなど、美茂呂町の伝統
文化として継承され、親しまれ
ています。
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平
成
24
年
度

防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員
の
募
集

地
域
の
安
全
に
つ
な
が
る

防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員

　普
段
の
買
い
物
や
ペ
ッ
ト
の
散

歩
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
と
き

に
、
市
が
貸
与
し
た
腕
章
を
着
用

し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま

す
。
活
動
時
間
や
パ
ト
ロ
ー
ル
方

法
な
ど
は
自
由
で
す
。
通
学
路
の

パ
ト
ロ
ー
ル
や
町
内
の
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
の
自
主
防
犯

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
協
力
員
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

保
険
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

　住
民
に
よ
る
頻
繁
な
パ
ト
ロ
ー

ル
や
声
掛
け
は
、
地
域
の
犯
罪
抑

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
防
犯
を
意

識
し
て
歩
く
こ
と
で
、
危
険
箇
所

を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。通学路のパトロール

協力員の皆さん

市民スポーツの日 施設の無料開放
　毎月第１日曜日は、市民スポーツの日で
す。運動施設を無料開放しますので、ぜひ
利用してください。
期日　４月１日（日）
　※天候などの理由で中止する場合があり
　ます
時間　午前９時～午後５時
※華蔵寺公園運動施設は午前９時・11
時・午後１時・３時の４回（各１時間45
分）
会場・種目　右表のとおり
対象　市内に在住または在勤・在学の人
　※小学生（トレーニング室は中学生）以下
　は保護者と一緒に利用してください
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　各運動施設管理事務所

会場・種目

●華蔵寺公園運動施設管理事務所 ☎23－7015
市民体育館（大体育室）＝バドミントン
市民体育館（小体育室）＝卓球
市民体育館（トレーニング室）＝トレーニング
市民体育館（柔道場・剣道場）＝お遊びランド・チャレンジランド
市庭球場＝テニス・ソフトテニス
陸上競技場＝陸上

●境運動施設管理事務所 ☎74－1113
　境体育館＝バドミントン・卓球・トレーニングなど

●あずま運動施設管理事務所 ☎62－7271 
　あずま総合運動公園テニスコート＝テニス・ソフトテニス

●赤堀運動施設管理事務所 ☎62－1930 
　赤堀体育館＝バドミントン・卓球・バレーボールなど

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
も

　地
区
や
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、

協
力
員
同
士
で

グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
て
活
動
す

る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
グ
ル
ー

プ
で
行
う
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
は
、

よ
り
よ
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
も
役
立
ち
ま
す
。

活
動
期
間

　４
月
１
日
以
後
登
録

し
た
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
で
、
防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

に
継
続
的
に
参
加
で
き
る
個
人
・

団
体

申
し
込
み

　住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

し
て
、
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
安

心
安
全
課（

　（23）
９
８
０
０
、    a

n
sh
in
an
zen
@
city.isesaki.lg.

jp

）へ

　
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
通
学
路
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

放
射
線
量

２
月
の
測
定
結
果

　市
内
の
定
点
測
定
地
点
で
は
、

測
定
値
が
除
染
の
目
安（
毎
時
０
・

23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）を
超

え
た
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
に
お
け

る
２
月
の
測
定
結
果
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　環
境
保
全
課（
☎

 （27）
２
７
３
３
）

単位 ： マイクロシーベルト／時間単位 ： マイクロシーベルト／時間
２月の放射線量測定結果（一部抜粋）
測定機器：環境放射線モニタ PA-1000 Radi（HORIBA製）

21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）

0.069 
0.082 
0.079 
0.093 
0.105 
0.081 
0.117 
0.071 
0.090 
0.105 

0.073 
0.082 
0.068 
0.082 
0.089 
0.087 
0.104 
0.077 
0.080 
0.094 

0.066 
0.075 
0.074 
0.081 
0.090 
0.081 
0.088 
0.078 
0.081 
0.081 

測定場所 測定日 測定値
50cm地表 1m

市役所

宮郷公民館

三郷公民館

赤堀支所

あずま支所

21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）
21日（火）
7日（火）

0.083 
0.086 
0.075 
0.087 
0.085 
0.084 
0.096 
0.093 

0.072 
0.081 
0.058 
0.082 
0.078 
0.089 
0.092 
0.093 

0.068 
0.080 
0.057 
0.087 
0.078 
0.081 
0.087 
0.096 

測定場所 測定日 測定値
50cm地表 1m

境采女公民館

境支所

豊受公民館

名和公民館

※測定値については、簡易測定のため参考値となります

メール

FAX

伊勢崎市役所　☎0270－24－5111 情報ワイド

伊勢崎市図書館 ☎２３－２３４６
　　　　　　水曜日・30日（月）
■としょかんこども会
　「だるまちゃんがころんだ」によ
る絵本や紙芝居の読み聞かせ
期日　４月７日（土）
時間　午後２時30分開始

市民プラザ図書室 ☎３２－９４８８
　　　　　　10日（火）・24日（火）

※小学３年生以下は保護者の付き添いが必要です
今月の休館日…21日（水）・27日（火）　４月の休館日…火曜日・25日（水）

赤堀図書館 ☎６３－１２００
　　　　　　３日（火）・10日（火）・
27日（金）
■ときめきブックカフェ
　「子馬の会」による絵本や紙芝居
の読み聞かせ
期日　４月７日（土）
時間　午後２時開始
会場　赤堀芸術文化プラザ

あずま図書館 ☎６２－９９８８
　　　　　　月曜日・27日（金）
■おはなしタイム
　「しろつめ草の会」による絵本や
紙芝居の読み聞かせ
期日　４月14日（土）
時間　午後２時30分開始
■子どもアニメシアター
　「ユニコ」
期日　４月８日（日）
時間　午後１時30分開始
■名作シアター
　「バベル」
期日　４月15日（日）
時間　午後１時30分開始

境図書館 ☎７４－０２０９
　　　　　　月曜日・27日（金）
■「たんぽぽの会」による読み聞かせ
期日　４月14日（土）
時間　午前11時開始
■名作映画会
　「ターミナル」
期日　４月８日（日）
時間　午後２時開始

4月の休館日

4月の休館日

4月の休館日

４月の休館日 ４月の休館日

●商人とオウム　　　　　　 
ミーナ・ジャバアービン/文
ブルース・ホワットリー /絵

青山南/訳

　オウムのおかげで
お金持ちになったペ
ルシャの商人は、オ
ウムを故郷のインド
の森へ帰してくれな
い。そこでオウムは

知恵を絞り…。13世紀のペルシャ
の詩人ルーミーの詩をもとにしたお
話。

●スティーブ・ジョブズ
パム・ポラック＆メグ・ベルヴィソ/著

伊藤菜摘子/訳

　始まりは、友だち
と作った1台のコン
ピューターからだっ
た。夢に向かって走
り続け、先進的な商
品を世の中に送り出
したスティーブ・ジ
ョブズの、分かりや

すく読める伝記。

おすすめ新着図書情報

体験学習名 期日・時間 対象 定員（先着順） 内　容 参加料 申し込み

新・ブーメランを
作って遊ぼう

４月８日(日）
午後１時30分

４歳から中学生
まで 15人

牛乳パックをリサイクルしてよ
く飛ぶブーメランを作り、公園
の芝生の上で飛ばして遊びます

無料
３月25日（日）
午前９時30分
から自然と遊ぼう

～ネイチャーゲーム～
４月15日（日）
午後１時30分

４歳から中学生
までとその保護
者

25人
楽しいゲームを通じて、春の草
木や生き物など自然の素晴らし
さを味わいます

無料

スプリングコンサート ４月22日(日）
午後１時30分

誰でも参加でき
ます なし

市民吹奏楽団による演奏を、春
の公園の中で楽しみます
　※雨天中止

無料

みんなでこいのぼり
作り

４月29日(祝）
●午前10時30分
●午後１時30分

誰でも参加でき
ます なし

大きな白いこいのぼりに、みん
なでいろいろな形のスタンプを
押して、空高く揚げます

無料

カメレオンスライム ４月30日（月）
午後１時30分

４歳から中学生
まで 20人 日光に当たると色が変わるスラ

イムを作って遊びます 無料
３月25日（日）
午前９時30分
から

まゆドームまゆドーム 子供のもり公園伊勢崎 ☎31－3778   http://www.mayu-dome.jp

図書館インフォメーション図書館インフォメーション http://www.library.isesaki.gunma.jp

●みんなを守るいのちの授業
片田敏孝・ＮＨＫ取材班/著

　多くの命が奪われ
た東日本大震災。岩
手県釜石市では防災
教育によって、ほと
んどの児童・生徒が
巨大津波から無事に
逃げることができた。
子どもたちの生きる

力を育てた３つの教えと、命の防災
教育について紹介する。

●イチゴがいっぱい　　　　　　 
竹内もと代/作
小泉るみ子/絵

　去年の秋、さつき
はおばあちゃんの畑
にイチゴの苗を植え
た。近くの家の子の
将太は、さつきが植
えた苗の弱々しさを
からかう。悔しい思

いをするさつきだが、雪が降った日、
将太はイチゴの雪よけを作ってくれ
て…。



9 82012.3.16

　２月11日、まゆドームの開館15周年を記念して「まゆドームまつり」が子供
のもり公園伊勢崎で開催されました。「ふれあい交流し、仲間に出会う」をテー
マに開催されたこのまつりでは、自然観察会や絵本の読み聞かせ、「ロボット
と遊ぼう」などのイベントが行われ、会場は大勢の人でにぎわいました。
　「木の実の簡単工作」に参加した人は、楽しい創作活動に没頭。出来上がった
やじろべえやどんぐりごまを大切に持って帰りました。「まゆクラフト」では、
繭は何層にも糸が張り巡らされていることなど、繭について学びながら丁寧に
作品を作っていました。

　２月10日から12日までスマーク伊勢崎で
「埋蔵文化財展」が開催されました。市内の古墳
から出土した埴輪や土器などが数多く展示さ
れ、訪れた人は興味深そうに見ていました。
　会場では、展示特別解説会や勾玉づくりなど
のイベントも行われ、大人も子どもも古墳時代
の伊勢崎に思いをめぐらせていました。

　文化・スポーツ功労者賞は、本
市の文化、スポーツの発展に貢献
した皆さんに贈られます。本年度
は文化功労賞に新井哲郎さん（書
道）、宮内浩さん（和太鼓）、井上
いくさん（伊勢崎銘仙）の３人が、
スポーツ功労賞に大木三郎さん
（弓道）、南雲福次さん（バレーボー
ル）の２人が選ばれました。受賞
した皆さんには、ますますの活躍
が期待されます。
（写真右から五十嵐市長、新井哲
郎さん、宮内浩さん、井上いくさん、
大木三郎さん、南雲福次さん）

まゆドームまつり
まゆドームで自然と触れ合いました

M
AC
HI
N
O
－
DE
KI
G
O
TO

古墳王国いせさき
埴輪が語る伊勢崎の古墳

　２月18日、文化会館で開かれた「聞いて学ぶ講演会」。落語家の林家卯三郎さんによる
講演・落語と、津軽三味線奏者の小林史佳さんによる三味線演奏が行われました。
　落語家になる前は獣医師をしていた林家卯三郎さん。これまでの動物との触れ合い体
験を元に、人権問題について楽しく講演しました。
　また、国内外で活躍する小林史佳さんは、自身のうつ病の体験談を織り交ぜながら、
演奏を披露。人の気持ちに寄り添う演奏がしたいと話す小林さんの、優しく、そして力
強い津軽三味線の音色に、会場から大きな拍手が送られました。

聞いて学ぶ講演会
軽快なおしゃべりに笑い 三味線の音色に感動

文化・スポーツ功労者賞表彰式
文化・スポーツの発展に力を尽くした皆さんを表彰

ふみよし

うさぶろう

まがたま

は  に  わ

広報いせさき

あらい

みやうち ひろし いのうえ

おおき さぶろう

なぐも ふくじ

てつろう

繭玉でウサギのストラップ、上手にできたよ

マジックショーは大盛況

春を待つ虫の生態を学びました

木の実の工作に真剣なまなざし

出土品に見入る来場者

表彰を受けた皆さんいろいろな埴輪に興味津々

ま ち の 出 来 事

ま
ち
の
出
来
事

会場を魅了した小林史佳さんの三味線演奏講演の後、落語を披露した林家卯三郎さん



　Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
は
日
常
生
活
に
必

要
な
動
作
能
力
の
維
持
向
上
と
、

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
高
齢
者

向
け
の
体
操
で
す
。

●
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
会
場

期
日

　４
月
11
日（
水
）･
５
月
９

日（
水
）･
６
月
13
日（
水
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
境
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

押
し
花
体
験
と
展
示
会

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

ク
イ
ズ
教
室
体
験
入
学

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
伊
勢
崎
市
基
本
計
画
推
進

協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

Ａ
Ｄ
Ｌ
体
操
教
室

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
☎
（32）
３
１
６
６
）

紙
ひ
も
の
花
作
り
教
室

都
市
計
画
課（
☎
（27）
２
７
６
７
）

景
観
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

市
民
税
課（
☎
（27）
２
７
１
５
）

軽
自
動
車
税
免
除
制
度
の
見
直
し

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

期
日

　４
月
11
日
・
18
日
・
25
日

の
水
曜
日（
全
３
回
）

時
間

　午
前
10
時
〜
正
午

会
場

　境
公
民
館

対
象

　市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
８
カ
月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の

母
親

定
員

　15
組（
先
着
順
）

※
以
前
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

内
容

　植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ほ
か
手
遊
び

歌
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い

ま
す

参
加
料

　７
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み

　３
月
27
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
境
公
民
館
へ

活
動
期
間

　５
月
か
ら
平
成
26
年

３
月
ま
で（
予
定
）

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
人
で
、
本
市

が
実
施
す
る
良
好
な
景
観
の
形
成

に
関
す
る
活
動
に
参
加
・
協
力
で

き
る
人

内
容

　講
演
会
の
開
催
や
先
進
都

市
の
視
察
な
ど
、
良
好
な
景
観
の

形
成
に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
す

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み

　都
市
計
画
課
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課
へ

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先

　〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

　

（
住
所
不
要
）
　市
役
所
都
市
計
画

課
、

　（23）
０
６
０
１
、    to

sikei
@
city.isesaki.lg.jp

締
切
日

　３
月
30
日（
金
）必
着

　身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
の
あ
る
人
や
戦
傷
病
者
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど

が
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
は
、
主
に
障
害
の
あ

る
人
本
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
が
対
象
で
し
た
が
、
４
月
か

ら
は
原
則
と
し
て
本
人
と
生
計
を

一
つ
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
事
業
を
営

む
法
人
な
ど
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
な
ど
も
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

の
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

委
嘱
期
間

　平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で

対
象

　市
内
に
１
年
以
上
在
住
の

20
歳
以
上
の
人

定
員

　２
人
以
内

内
容

　一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重

し
た
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
に

つ
い
て
協
議
し
ま
す

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み

　人
権
課
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・ 

メ

ー
ル
で
人
権
課
へ

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

宛
先

　〒
３
７
２
ー
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
　市
役
所
人
権
課
、

　（23）
９
８
０
０
、    jin

ken
@
cit

y.isesaki.lg.jp

締
切
日

　４
月
16
日（
月
）必
着

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
申
込
者
全
員
に
通

知
し
ま
す

期
日

　５
月
１
日（
火
）・
６
月
１

日（
金
）

時
間

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　＊

　＊

い
ず
れ
も

参
加
料

　１
０
０
円（
保
険
料
・

教
材
費
）

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

※
運
動
の
で
き
る
服
装
・
上
履
き
・

飲
み
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

期
日

　３
月
24
日
（
土
）
・
25
日

（
日
）

時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
25
日
は
11
時
30
分
ま
で
で
す

会
場

　赤
石
楽
舎

内
容

　押
し
花
・
写
真
・
絵
画
の

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す

●
押
し
花
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
体
験

期
日

　３
月
24
日（
土
）

時
間

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ラ
ダ
ン

ス期
日

　３
月
24
日（
土
）

時
間

　午
後
２
時
〜
４
時

●
押
し
花
し
お
り
作
り
体
験

期
日

　３
月
25
日（
日
）

時
間

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　＊

　＊

い
ず
れ
も

参
加
料

　無
料

期
日

　３
月
25
日
・
４
月
１
日
・

８
日
の
日
曜
日（
全
３
回
）

時
間

　午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

　ま
ゆ
ド
ー
ム

対
象

　小
学
５
年
生
か
ら
高
校
生

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す

定
員

　15
人（
先
着
順
）

内
容

　柔
軟
な
発
想
力
を
つ
け
る

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
ま
す

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　当
日
直
接
会
場
へ

※
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
・
定
規
・
は

さ
み
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

期
日

　4
月
19
日（
木
）
　
　
　

時
間

　午
前
10
時
〜
正
午

会
場

　清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員

　15
人（
先
着
順
）

内
容

　紙
ひ
も
を
使
っ
て
花
を
作

り
ま
す

参
加
料

　１
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み

　３
月
26
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
21
へ

境
公
民
館（
☎
（74）
５
１
０
５
）

FAX

メール

FAX

メール

公
民
館

お
知
ら
せ

講
座

　これまで東館１階にあった水道料金窓口が、
４月から本館１階　税証明総合窓口に移転しま
す。来庁の際はお間違いのないように、注意し
てください。
問い合わせ　水道局総務課
　（☎30－1230）

　東日本大震災の義援金の受付期間が、９月30日（日）
まで延長されました。募金箱は社会福祉課、市役所受付、
各支所、公民館、市民サービスセンター宮子・あずま
にあります。引き続き皆さんのご協力をお願いします。
問い合わせ　社会福祉課（☎27－2748）

配置図

4月から
水道料金窓口が移転します

東日本大震災の義援金を
受け付けています

11 102012.3.16広報いせさき

情報掲示板

情報掲示板情報掲示板
Information Board

●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24 時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

●市役所東館2階相談室2＝国際課（☎27－2731）
期日・時間　月・水曜日　午後1時30分～4時30分
　※４月30日の月曜日は除きます
●赤堀支所住民福祉課（☎62－9794）
期日・時間　４月３日・17日の火曜日　午後1時30分～4時30分
●あずま支所住民福祉課（☎62－9908）
期日・時間　４月12日・26日の木曜日　午後1時30分～4時30分
●境支所住民福祉課（☎74－0237）
期日・時間　４月６日・20日の金曜日　午後1時30分～4時30分

外 国 人 相 談 窓 口
がい

がつ
こく じん そう だん まど ぐち

し やく かん かい そう だん しつ こく さい

げつ すい よう

げつ よう  び のぞがつ にち

ご　ご じ じぷん ぷん び

ご　ご じ

じじご　ご

ぷん じ ぷん

ぷん ぷん

きじつ じかん

きじつ じかん

きじつ じかん

きじつ じかん ご　ご

がつ

がつ

がつ

にち

にち にち

にち

ごえい

もく よう び

きん よう び

か  よう  び

にち

にち じ じぷん ぷん

かしょひがし

あかぼり じゅうみんふく  し かし しょ

じゅうみんふく  し かし しょ

じゅうみんふく  し かしさかい しょ

●Isesaki Municipal Main Office (Higashi Kan) Counseling Room 2, 2nd floor＝
International Affairs Division (☎27－2731)
Date　Every Monday and Wednesday, 1:30 p.m. ～ 4:30 p.m.
　※Except Apr.30th(Mon)
●Akabori Branch, Jumin Fukushi Ka (☎62－9794)
Date　Apr. 3rd and 17th (Tue), 1:30 p.m. ～ 4:30 p.m.
●Azuma Branch, Jumin Fukushi Ka (☎62－9908)
Date　Apr. 12th and 26th (Thu), 1:30 p.m. ～ 4:30 p.m.
●Sakai Branch, Jumin Fukushi Ka (☎74－0237)
Date　Apr. 6th and 20th (Fri), 1:30 p.m. ～ 4:30 p.m.

Counseling Service For Foreigners
【英語】

4月

休日の漏水などの連絡先休日の漏水などの連絡先
竜宮浄水場（☎24－1760）または下記の水道指定工事店へ連絡してください。

　境島村の利根川右岸地
域(本庄市給水区域)は本
庄市水道課(☎0495－2
2－2151)、境平塚の利
根川右岸地域(深谷市給水
区域)は深谷市水道工務課
(☎048－574－6661)
へ連絡してください。

●４月 1日（日） 津久井設備 ☎62－3006
●４月 7日（土） 中西工業 ☎25－5900
●４月 8日（日） 丸雄技研 ☎23－4645
●４月14日（土） 高岸設備工業 ☎25－7278
●４月15日（日） 福田設備工業 ☎26－0665

N

群馬銀行
トイレ

当直室

セーブオン

市役所通り

会計課
市民課

受付
案内

受付
案内

駐車場

駐輪場

北館

東館

税証明
総合窓口

本館

エレベーター

階段

ロータリー

議
会
棟

北館
議会棟
市役所

東館

市役所通り

駐車場

市役所東今泉2

県立伊勢崎
清明高校
県立伊勢崎
清明高校

国
道
4
6
2
号

本館

水道料金
窓口



期
日

　３
月
31
日（
土
）

時
間

　午
後
７
時
開
会

会
場

　コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

伊
勢
崎（
宮
子
町
）

対
象

　記
録
会
当
日
16
歳
以
上
の

人※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
書

が
必
要
で
す

定
員

　20
人（
先
着
順
）

種
目

　ス
イ
ム
３
０
０
メ
ー
ト
ル

（
泳
法
自
由
）、
バ
イ
ク
８
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
ラ
ン
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

※
リ
レ
ー
で
の
参
加
も
で
き
ま
す

参
加
料

　１
０
０
０
円

◆市税納付窓口
期日　土・日曜日
時間　午前９時～午後３時
※第４日曜日はスペイン語・ポルトガル語の
通訳がいます
会場　市役所本館１階３番窓口
内容　市・県民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税の納付および納付相談
問い合わせ　納税課（☎27－2723）

Lugar para los pagos Impuestos de ciudad
Dias：sabados y domingos
Horario：9:00 a.m.～3:00 p.m.
※Todos los 4tos domingos tenemos un traductor
de español y portugués.
Lugar：Municipalidad de Isesaki nuevo edificio
principal 1er piso ventanilla 3（Honkan）
Asuntos a tratar：Impuesto Municipal y Provincial, 
Impuestos sobre Inmuebles, Impuestos de Automovil, 
Impuestos del seguro de salud.
Informes：Dpto de pago de Impuestos (Nozei-ka)
☎27－2723

【スペイン語】

小
学
生
の
た
め
の

初
心
者
水
泳
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

イ
ン
ド
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
教
室

ひ
ま
わ
り
健
診

医
師
に
よ
る
健
康
相
談

結
核
・
肺
が
ん
検
診

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎
（74）
１
１
１
３
）

早
朝
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

期
日

　４
月
15
日
か
ら
５
月
20
日

ま
で
の
日
曜
日（
全
６
回
）

時
間

　午
前
７
時
〜
９
時

会
場

　境
上
武
公
園
テ
ニ
ス
場

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員

　30
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　３
月
28
日（
水
）か
ら

４
月
６
日（
金
）ま
で
に
境
運
動
施

設
管
理
事
務
所
へ

期
日

　４
月
２
日
（
月
）
・
４
日

（
水
）
・
５
日
（
木
）
・
６
日
（
金
）

（
全
４
回
）

時
間

　午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

　あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド対
象

　市
内
の
小
学
生

定
員

　30
人（
抽
選
）

参
加
料

　１
回
１
５
０
円

申
し
込
み

　３
月
26
日（
月
）午
後

７
時
か
ら
７
時
15
分
ま
で
に
参
加

者
の
保
護
者
が
直
接
あ
ず
ま
ウ
ォ

ー
タ
ー
ラ
ン
ド
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場

で
抽
選
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

　あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ

ー
ラ
ン
ド（
☎

（62）
９
９
６
６
）

期
日
・
時
間

●
水
曜
日
コ
ー
ス
＝
４
月
11
日
か

ら
５
月
２
日
ま
で
の
水
曜
日
・
午

後
７
時
30
分
〜
９
時（
全
４
回
）

●
土
曜
日
コ
ー
ス
＝
４
月
７
日
か

ら
28
日
ま
で
の
土
曜
日
・
午
前
10

時
〜
11
時
30
分（
全
４
回
）

※
い
ず
れ
も
雨
天
の
場
合
は
順
延

で
す

会
場

　西
部
公
園

対
象

　20
歳
以
上
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

初
心
者

定
員

　各
20
人（
先
着
順
）

内
容

　ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

※
最
終
日
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
約
３
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
の
完
走

を
目
指
し
ま
す

参
加
料

　１
回
５
０
０
円（
保
険

料
・
教
材
費
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　伊
勢

崎
西
部
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
（22）
２
３
３
８
）

期
日

　４
月
15
日（
日
）

時
間

　午
前
７
時
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー

タ
ー
ラ
ン
ド
集
合

会
場

　あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド
周
辺

対
象

　健
康
な
小
・
中
学
生
で
、

体
調
を
整
え
参
加
で
き
る
人

※
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で

す定
員

　20
人（
先
着
順
）

種
目

　

●
小
学
３
年
生
以
下
＝
ス
イ
ム
１

０
０
メ
ー
ト
ル
、
バ
イ
ク
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
ラ
ン
６
０
０
メ
ー
ト

ル●
小
学
４
年
生
以
上
＝
ス
イ
ム
２

０
０
メ
ー
ト
ル
、
バ
イ
ク
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
ラ
ン
1
・
２
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

参
加
料

　５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　３
月

24
日（
土
）か
ら
４
月
10
日（
火
）ま

で
に
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会（
☎

  （23）
９
０
８
０
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　３
月

24
日（
土
）か
ら
30
日（
金
）ま
で
に

市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会（
☎
（23）

９
０
８
０
）

期
日

　４
月
15
日
・
22
日
・
29
日

の
日
曜
日（
全
３
回
）

※
雨
天
の
と
き
は
順
延
し
ま
す

時
間

　午
前
９
時
〜
11
時
30
分

会
場

　三
室
西
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
場

対
象

　市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
５
歳
以
上
の
初
心
者

※
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
プ
ロ

テ
ク
タ
ー
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
必
要

で
す

定
員

　60
人（
先
着
順
）

参
加
料

　無
料

申
し
込
み

　３
月
26
日（
月
）か
ら

４
月
９
日（
月
）ま
で
に
直
接
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ

健
康
づ
く
り
課
（
☎
（27）
２
７
４
６
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
（23）
６
６
７
５
）

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
（20）
２
２
１
０
）

あ
ず
ま
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（62）
９
９
１
８
）

境
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
（74）
１
３
６
３
）

期
日

　４
月
３
日（
火
）

受
付
時
間

　午
後
１
時
〜
２
時

会
場

　健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容

　医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、
血
圧
・
血

糖
・
尿
検
査
も
で
き
ま
す

申
し
込
み

　事
前
に
電
話
で
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ

　４
月
10
日（
火
）か
ら
ひ
ま
わ
り

健
診（
特
定
健
診
・
集
団
健
診
）が

始
ま
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加

入
し
て
い
る
人
と
生
活
保
護
世
帯

の
人
が
対
象
で
す
。
生
活
習
慣
病

な
ど
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

　対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
受

診
票
と
日
程
表
を
郵
送
し
ま
す
。

受
診
の
際
は
、
受
診
票
と
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
人
は
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
料

　１
０
０
０
円（
生
活
保

護
世
帯
お
よ
び
市
・
県
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
無
料
）

　65
歳
以
上
の
人
は
、
７
月
か
ら

始
ま
る
す
こ
や
か
健
診
を
医
療
機

関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
医
療
保
険
者
が
実
施
す

る
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
医
療
保
険
者
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　国
民
健
康
保
険
課

（
☎
（27）
２
７
３
７
）・
各
保
健
セ
ン

タ
ー　４

月
９
日（
月
）か
ら
結
核
・
肺

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象

者
に
は
、
３
月
下
旬
に
受
診
票
を

世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

　本
市
で
は
、
が
ん
は
死
亡
原
因

の
第
一
位
で
、
中
で
も
肺
が
ん
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

結
核
は
初
期
症
状
が
風
邪
と
似
て

い
る
た
め
、
発
病
に
気
付
か
な
い

ま
ま
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
、
周

囲
の
人
に
感
染
す
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。
結
核
・
肺
が
ん
を
早
期

に
発
見
す
る
た
め
に
も
、
忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　各
保
健
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ

◆【船橋オート場外発売】
３/29・30・31
4/1・2・3

◆【飯塚オート場外発売】

4/4・5・6
◆第32回伊勢崎オート出版協会杯争奪戦

4/7・8・9・10・11
◆【川口オート場外発売】GⅡオート名匠戦

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています
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情報掲示板

保
健

華蔵寺公園遊園地
☎25－4478 http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

期間　４月１日（日）から８日（日）まで

期間　４月14日（土）から５月20日（日）までの
土・日・祝日

　４月１日（日）から５月20日（日）まで、「華蔵
寺公園花まつり」が開催されます。開催期間中、
全ての遊具について以下のとおり時間を延長し
て営業します。なお、４月・５月は無休で営業
します。
※天候や桜の開花状況により変更になる場合
があります

夜間営業 午後９時まで

営業時間延長 午後６時まで

　東日本大震災に伴う原子力発電所事故の影響で、まきストーブで燃やしたまきの灰の放
射能濃度について、高い数値が検出される例が報告されています。本市では、一般家庭の
まきストーブなどで使用したまきの灰を、伊勢崎・東・境地区は清掃リサイクルセンター
21で、赤堀地区は桐生市清掃センターで、それぞれ無料で受け入れます。持ち込みに限
り処理しますので、処分に不安のある人は各施設に灰を持ってきてください。
問い合わせ　清掃リサイクルセンター21（☎32－3166）・環境政策課（☎27－2732）
　　　　　　桐生市清掃センター（☎0277－74－1010）

まきストーブの灰は 市が処分します

朝のテニスを楽しもう



日曜日・祝日の当番医

 人権・法律・行政相談 人権課（☎27－2730）
期日・会場
●４月 6日(金)＝市役所東館５階 第１会議室
●４月10日(火)＝あずま支所３階 第１・第３会議室
●４月17日(火)＝境支所２階 第２・第３会議室
●４月20日(金)＝市役所東館５階 第１会議室
●４月24日(火)＝赤堀支所２階 第２・第３会議室
時間　午後２時～４時
申し込み　期日の７日前から電話で会場ごとに次の課へ
●市役所＝人権課(☎27－2730)
●赤堀支所＝赤堀支所庶務課(☎62－9790)
●あずま支所＝あずま支所庶務課(☎62－9904)
●境支所＝境支所庶務課(☎74－0084)

 青少年相談 青少年指導センター（☎20－3369）
期日　月曜日から金曜日まで
時間　午後１時～５時
会場　青少年指導センター (茂呂クリーンセンター内)

 消費生活相談 消費生活センター（☎20－7300）
期日　月曜日から金曜日まで
時間　午前９時～午後４時
会場　消費生活センター

 農地相談 農業委員会事務局（☎27－2782）
期日　水曜日
時間　午前８時30分～午後４時
会場　農業委員会事務局

 心配ごと相談 社会福祉協議会（☎25－4546）
期日・会場
●月曜日＝社会福祉協議会(☎25－4546)
●火曜日＝社会福祉協議会赤堀支所(☎62－0066)
●水曜日＝社会福祉協議会あずま支所(☎20－2666)
●金曜日＝社会福祉協議会境支所(☎74－5294)
時間　午後１時～４時(受付＝午後３時まで)

 生活保護相談 社会福祉課（☎27－2749）
期日　月曜日から金曜日まで
時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　社会福祉課

 児童家庭相談 児童家庭課（☎27－2798）
期日・会場
●月曜日から金曜日まで＝子育て相談センター(☎22－1151)
●４月18日(水)＝あやめ児童館（☎62－9977）
●４月25日(水)＝境児童センター（☎70－6100）
時間　子育て相談センター＝午前８時30分～午後５時15分
　児童館・児童センター＝午前10時～午後１時

 母子（ひとり親）相談 児童家庭課（☎27－2798）
期日　月曜日から金曜日まで
時間　午前８時30分～午後５時15分
会場　子育て相談センター

 教育相談 教育研究所（☎30－1234）
期日　月曜日から金曜日まで
時間　午前９時～午後５時
会場　教育研究所(鹿島町)

 高齢者健康相談 ふくしプラザ（☎26－7733）
期日　４月12日(木)・26日(木)
時間　午後１時30分～２時30分
会場　ふくしプラザ

 おとしよりなんでも相談 ふくしプラザ（☎26－7733）
期日　木曜日
時間　午前10時～午後３時
会場　ふくしプラザ
　※電話での相談は、☎26－7744へ

 年金相談　　　　　　　　　年金医療課(☎27－2741)
期日　４月26日(木) 
時間　午前９時30分～午後４時
会場　境支所
申し込み　４月19日(木)から境支所住民福祉課(☎74－02
37）へ

4月の各種相談

内科・外科・耳鼻咽喉科(午前中)・眼科(午前中)
時間　午前８時30分～翌日の午前８時30分
当番医　伊勢崎佐波医師会病院(下植木町、☎24－0111)
　※耳鼻咽喉科・眼科の受付時間は午前８時30分～11時30分

小児科
時間・当番医
●午前８時30分～午後５時＝伊勢崎佐波医師会病院(☎
24－0111)
●午後５時～翌日の午前８時30分＝伊勢崎市民病院(☎
25－5022)
※午後５時から10時までは専門医ではない場合があり
ますが、主に小児科系の医師が対応します。午後10時
以降は、当直医が対応します

期日・当番医
●４月１日(日)・15日(日)・29日(祝)・30日(月)＝伊勢崎
佐波医師会病院（☎24－0111）
●４月８日(日)・22日(日)＝伊勢崎市民病院(☎25－502
　2)

受付時間　午前10時～午後２時30分
当番医　伊勢崎佐波歯科医師会休日歯科診療所(社会福祉会
館内(上泉町)、 ☎23－2772)

●４月 1日(日)＝

●４月 8日(日)＝

●４月15日(日)＝

●４月22日(日)＝

●４月29日(祝)＝

●４月30日(月)＝

根岸接骨院 (☎25－4396)
三村接骨院(☎74－0536)
ひなた接骨院(☎24－1709)
常見接骨院(☎74－5070)
ねぎし接骨院(☎22－2350)
手島接骨院(☎65－9230)
ひより接骨院(☎61－7886)
伊沢鍼灸接骨院(☎64－1908)
萩原接骨院(☎25－2512)
斎藤接骨院(☎76－4743)
原田接骨院(☎24－6713)
小暮接骨院(☎74－7002)

※月曜日から土曜日までの小児科夜間診療(午後８時～11
時)は、伊勢崎佐波医師会病院(☎24－0111)
※休日・夜間に診療している病院を消防本部救急テレホン
サービス(☎23－1299)で案内しています
※子どもの救急相談(☎＃8000)で病院のかかり方や家庭
での対処方法について相談に応じています。IP電話、ダイ
ヤル回線などを利用の人は携帯電話からかけてください

4月

接骨院

歯科

産婦人科
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